
近現代歴史学習における地域の人物の教材開発

「若槻礼次郎」と「福田平治」の教材化と授業実践を通してー

1 はじめに

新学習キ旨要領では、歴史的分野の改訂のーつとして近現代の学習の重視を打ち出している。しか

し、県の学力調査結果分析からは子どもたちの近現代の理解の低さが指摘されている。この時代の学

習は苦手意識をもたれやすいが、それは近現代史学習が社会の仕組みの学習中心となり、背景となる

経済状況等の理解が重視されるので、興味をもちにくいことが原因のーつと考えられる。この状況の

改善を図るため、人物学習をーつの手がかりとして考えてみたい。人物学習は、その有効性について

従来から認められる一方で、その問題性も指摘されており、それを克服するための提案もなされてき

た。これらの知見を手がかりとしながら、本研究は、近現代の歴史学習に地域の人物を教材化して取

り入れることにより、この時代に対する子どもの学習意欲を高めるとともに、人物の生き方を通して

歴史的背景や社会の仕組みを考察し合う授業を開発することを試みた。
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Ⅱ地域に縁のある人物の教材化

1.人物の選定と単元の位置づけ

本研究では人物の教材化にあたり次の観点から「若槻礼次郎」「福田平治」の2人を選んだ。

・地域に縁のある人物を取り上げることで、人物の行為や生き方に共感したり疑問をもったりして、

学習内容を身近に感じることができる。

・人物の願いや生き様がわかる資料(自伝など)や人物をとりまく人々の思いや願いがわかる資料

が入手できる。

・人物の生き方を追究する中で、人物が直面した時代状況や世の中の仕組みが見えやすい。

若槻礼次郎は、1866年松江藩下級武士の家に二男として生まれた。貧しい中で借金をしてまでも司

法省法学校(現在の東大法学部)に学び、帝国大学法科を首席で卒業し大蔵省の官僚になった。主税

局長、次官を歴任した後、貴族院勅選議員、大正初期に2度大蔵大臣を務めた後、大正末期に加藤内

閣で内務大臣となり、普通選挙法と治安維持法の成立に尽力した。加藤首相の急死の後、第25代総理

大臣となる。昭和恐慌後の財政の立て直しに努力するも政策的に枢癌院と対立し1年余で総辞職した。

枢密院との対立は若槻の穏健外交が原因とされている。ロンドン軍縮会議全権を務め、「骸骨が大砲を

引っ張っても仕方がない」と、国力と調和した軍備を訴えている。昭和6年に第28代総理大臣となる

が、在任中に勃発した満州事変の不拡大路線政策が国民・軍部に支持されず8ケ月で総辞職した。そ

の後、重臣会議の一員として軍部に抵抗し、東条英機の首相任命に反対したり、太平洋戦争末期には

終戦工作に関与した。その穏健な政治姿勢は、東京裁判の首席検事を務めたジョセフ・キーナンから、

「日本における真の平和愛好者」と称えられている。1)

福田平治は、若槻と同年の1866年、鳥取市の裕福な商家の長男として生まれた。1879年家業である
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印刷所を松江に開くため祖父母とともに松江に移るが、同年に祖父、翌年に父を亡くい3歳にして家

業の印刷所を引き継ぐ。病床の父を見舞う途上、年老いた盲人との悔悟の念残る「出会い」が後に平

治を福祉事業へと向かわせる原体験となる。1893年松江を水害が襲い多くの孤児が出たため、その救

済を県や市に働きかけるも行政を動かすことはできなかった。1896 (明治29)年、慈悲深い祖母の死

に際して、祖母の供養のため印刷業の傍ら、県下初となる児童福祉施設中公i工育児院」を殿町で開設

した。1904年には、児童福祉事業に専念するため印刷所を売却し、北田町へ育児院を新築移転する(現

在は「愛隣館」として一部保存)。19妬(明治38)年には、妹与志たちと協力し「松江私立盲唖学校」

(現在の県立盲学校、県立松江ろう学校)を設立。その後、鳥取に育児院分院を開設したり、老人ホー

ムや無料宿泊所、共同風呂など社会福祉事業を広げた。1933(昭和8)年松江市議会議員に当選。

1934年京都に愛隣託児園開設。1936年松江育児院を引退し京都へ移る。1941(昭和16)年京都愛隣託

児院で没。1942年、'言により遺体を骨格標本とし、松江盲唖学校へ鉞灸教育の教材とするため寄贈

した。 2)

近現代の歴史においては人物の評価が定まっていないこともあり、人物学習のやりにくさがある。

特に、政治家は客観的な評価が困難な状況で、学習での扱いが難しい。しかし、大正初期から太平洋

戦争終戦まで政治の中枢に関わり続けた若槻礼次郎は、軍縮と和平を追求し続けた生き方から、軍拡

と戦争遂行へと向かう軍部や国民世論と対崎せざるを得なかった。軍部や国民世論との対比において

若槻の決断や苦悩を理解することで、当時の世の中の状況や仕組みが見えやすいため教材化する意味

が大きく、「十五年戦争」を主題とした通史の中で扱う教材として適している。

一方、若槻と同時代を生きた福田平治は、松江の児童福祉・障がい者福祉への貢献など地方で功績

を残しているが、子どもたちにはほぼ無名の存在である。地域出身の著名な大政治家である若槻と対

照的なところがあり、二人を教材化し実践を比較して人物学習の要点を考察することもできる。福田

は、福祉事業に関する貢献を中心とする業績故に、歴史学習を終えた後に発展的な単元設定をし、福

祉という視点で歴史を振り返えらせ、歴史学習の学び直しとともに「新しい公共」創出を課題とする

公民的分野の学習につなぐ意味で良い教材になるであろう。

2.授業づくりの工夫

①人物学習に関する先行研究から

戦前から多くの人物が歴史学習において取り上げられており、その人物や取り上げ方は時代によっ

て異なる。大正10年に「日本史」から「国史」に名称が変更されてからは、人物のエピソードや生き

方を通して道徳的教訓を子どもに植え付けることが特に重視され、軍国主義教育に利用されることも

多かった。戦後の歴史教育改革において批判・軽視されていた人物学習は、昭和30年代の教育保守化

の動向と相まって、再び注目されるようになった。その後学習指導要領における人物学習の比重は次

第に重くなり、平成元年度の改訂では具体的な人物名が例として示されるに至り(小学校)、平成20年

度の改訂でも引き継がれている。

このような経緯を考えると、人物学習を行うに当たっては、授業者がその有効性とともに問題性に

ついて認識した上で、問題点を克服するための手立てをとって授業構成をすることが大事なことだと
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考える。藤岡は、1983年にそれまでの研究の論点から、人物学習の問題点として炊の3点を指摘して

いる。

・人物を取り上げることが、ややもすると歴史教育を道徳教育にかえてしまいかねない。

・偉人や英雄が歴史の創造者であるとみられる英雄史観を教えることになりやすい。

・人物を取り上げると、子どもは人物への「好き・きらい」で反応してしまい、客観的な人物学習

にならない。

加えて、「十全な形で展開される人物学習の五つの側面」を示している。 3)

現行の学習指要領のもとでは、主体性の形成と教えたい価値に到達するための妥当性から、人物

の願いや生き方を追体験して歴史認識を深める「理解型社会科」の授業が多く行われている。藤岡は、

人物学習を有効な教授方法だとしながらも、科学性を強調し、主観的に「共感」させることは入口で

あり、最終的に「分析」することが大事であるとして「理解型社会科」を批判している。それに対し、

森本は歴史認識の主体性を尊重し、科学性のために主観を排除する藤岡らの論理で育つものは、借り

物の主体性に過ぎないと主張する。そして危愼される「価値注入」という問題は、「解釈学的循環」や

「対象の複線化」により解決されるとした。そして、加藤公明の「討論学習」を評価し、この方法を

「理解型社会科」の問題を克服する上で有効であるとしている。ただし、討論は発達段階を考慮した

時に中学生には少し難しく、高校生段階に適切であろうと述べている。 4)

このようなことから、中学校段階の人物学習
<授業の主な段階>

の問題点の改善の手立てとして、授業の展開に *は「話し合い」場面を設定する

炊の2点を取り入れることにした。 0人物との出会い

・人物の生い立ちや業績を知る・理解の対象を複線化することで、対崎点の

→願いや思いに迫る(共感)*背後にある社会の状況、仕組みに迫る。
・問題解決や意志決定場面(選択場面)の

・討論に準じて、解釈学的循環に近づけるよ
追体験→疑問・自分なりの考え

うな「話し合い」場面を設定する。
0背景や仕組みの考察

②授業展開と資料づくりの工夫 ・時代背景や世の中の仕組みを考察する*

→異なる対象を(理解の対象の複線化)右のように授業を組み立て、各段階の中核に

→同時代的視点で「話し合い」場面を設定するとともに、「話し合
0見方・考え方の深化

い」を促進する料づくりにも重点を置いた。
・人物の生き方から今とこれからを考える*

子どもの心に働きかけ、親近感や好奇心を呼び

起こし考えさせることができる読み物資料や視覚資料の作成に努め、事実として当時の状況を理解で

きるような視聴覚資料や新聞記事を探して活用した。
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3.若槻礼次郎の教材化

①単元名「若槻礼次郎の生き方から戦争と平和について考えよう」

②単元の位置づけ

終戦までの学習をした後で設定し、近代の歴史を振り返るとともに、戦後の歴史学習や公民の学習

(平和主義、政治)につなげる。



③指計画(3時間構成)

第1時若槻礼次郎はどのように政治家になり、どんな活躍をしたのだろう

第2時若槻礼次郎はなぜ国民の支持を得られなかったのだろう

第3時若槻礼次郎の生き方と戦争、平和について話し合おう

④単元目と展開

・紙芝シ居や親聴、覚資邪ト,読み物資料を活用して礼洲陀出会オ)せ,人物を身遍こ感じさせて学習~D意欲を高める。

・礼炊RΠの生き方弌類い,謝尚に拘惑させながら,なぜ国民に支持さ才ゾよかったの力Xこ塒司を持たせ,当時の世の中を多
角的に考察させる。

・なぜ戦争1こ向かっていってしまったのか,戦争を防ぐためにはどうしたらよいのかを,自分なりに考えさせ,話し合い
を通して,考えを広げたり深めたりさせる。

過程 学習場面・主な問い

1ι享真を見てどんな人力硫民像ナる。

2 紙芝居を視聴、して,礼澱'がどのよ

う1こ政治家になったのかを知る。

3 醐台家になってからの業績につい

て年表マ愁認する。

ネ[抄浪偶ネど人ノd^を・したaオ'ごろう

4ロンドン会議や2度目α^臣

になった時の礼炊R磁こ関する新聞記

事から,当時の国民α浸け止め方を

考える。

5 礼炊R"が大切にしていた思いは何

か,話し合う。

礼炊RKが大切にしたことはどん

なことだろう

教師の支援と"'上の留意点

礼吹RKの写真を提示しどんな人物力想像させる。

子ども4煩の礼炊RΠを視覚資料で提示すことにより,礼

炊RΠの一生に親近感を持たせる。

年表中の業績1こ線を引力世',21亘欝理大臣になったこと

や,ロンドン会議の全権として海軍ヨ珊条約に成功した

ことしこ着目させる。

海軍軍縮条約の詞叩が仙論に歓迎されていることに気づ

力暄'る。

・期寺されて総理大臣になり,松江の人々は大変喜んだこ

とに気づ力暄る。

・ワークシートに自分の考えを書力暄',それをもとにグル

ープで話し合わせる(ホワイトボード) 0

・ロンドン会議やその後の発言より,礼炊R"が国民の負担

を減らし,国際憐調の瑚台を進めようとしたことに気づ

力唯'る。

6 学習を振り返り,自己三平価を力ード

にヨ巳入する。

1育m剤)学習を思い起こす。

2 礼炊R"が総理大臣になった頃は,ど

んな世の中だったかを確認、して整理

する。

礼激Kが総理大臣になった頃は

,どんな剛弌ナごったのだろう

3 満ナH事変から織¥職に追い込まれ

た経緯と,その後の動きをつ力逃。

資米斗等(*自僧

礼炊良"の写真

*紙芝居

4 礼洲6が国民の支持を得られなか

つた理由を話し合う。その際に考え

た理由の根拠こなるもの(事実弌姿

料など)を示せるようにする。

国民はなぜ,礼洲3を支持辻ず

軍部を支持したのだろう

礼炊R3が国際協調を大事にしたことを思い起こさせる

礼洲"が総理大臣になった時に満州尊咳が起こり,15年

戦争の始まりになったことを押さえる。

"爵口わ棚d刈羨子をDVDを視聴、してつかませる。

*年表「若棚L次R"

の生涯と世の中の動

き」

当時の新聞記事

*年表「若槻礼激"

の生涯と世の中の動

き」

DVD 珀研畔1棚の日本

*読み物資料「若槻

礼次RBの苦悩と薪口

,ψ)願い(ー)」

当時の新鳥脂己事

ワークシート②

国内で4凝済の混乱と貧困,軍国主義の高まり,満

州写玻の孛揆と満ナN国の設立,満州,ψ)移民

・読み物資料を読んで,礼炊R"の思いと逆に軍部が動き,

国民もそれを支持したことをつかませ,謝畄する礼次R"

の姿を浮き彫りにする。

・同a割弌の初奎て考えさせる。

・根捜!,を挙げて考え話し合わせる(ホワイトボード) 0

・話し合いがうまくいかないグループには,下の考えるヒ

ントを力÷ず。
^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^

経済状i兄は?満州事変d)t青報は?

日清・日露戦制妾の人々の考えは?

中国・幸1撫羊の人々~刀見方は?醐台の出且みは?

*恒^小で

の講話の抜粋(ワー

クシート①)

振り返り力ード

、
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5 学習を振り返り,自己ヨ平価を力ード,

にヨ巳入する。

1育"時の学習を思い起こす。

2 国民カミ礼炊R"を支持ぜず,軍音11を支

持した理由とそう考えた根拠を発表

する。

3 満州事変後の世界の動きと,礼炊R"

のしたことを知る。

総理大臣を辞めた後,礼炊R"は

どうしたのだろう

嫁カミ島の写真

4 礼次RBの生き方や,これまでの学習

を参考にして,戦争1こならないよう

にするためにはどうしたらよい力希

し口う。

今後,どうすれ1ぼ戦争に向かわ

ずに司マN)だろう

・吹の断占に発表することを告げる。

・グノレープごとに発表させる。

・数名の生徒に発表の内容を整理させる。

・戦前,戦中と戦制こ反刈する姿勢を貫いたが,日本は戦

争虻こ大の道を進んでいったことを資料から読み取らせる

5 礼吹RBが生きていたら今d)剛弌を

どう見ている想像する。

6 学習を振り返り,自己i平1西を力ード

に1己入する。

0

4.福田平治の教材化

①単元名「福田平治の生き方から福祉について考えよう」

②単元の位づけ

歴史学習の最後に、福祉という視点で歴史を概観し、公民の学習(生存権、社会保障制度)につな

げる。

③指計画(3時間構成)

第1時福田平治はどういう時代に生き、何をしたのだろう

第2時福田平治の生きた時代と他の時代を比べてみよう

第3時福田平治の生き方とこれからの時代の福祉について話し合おう

④単元目標と展開

単・写真や視聴、覚資料,読み物資料を活用して平治と出会オ)せ,人物を身近1こ感じさせて学習~刀意飲を高める。

元・平1台の生き方弌額い,謝尚に,城させながら,なせ倣府は平1台を助けなかったの力斗こ疑問をもたせ,当時の世の中を

目他の瑚弌と比べながら考察させる。

標・日本の樹止を振り返り,これからα井謝止のあり方を話し合わせて,考えを広げたり深めたりさせる。

資半斗等(*自恂教師の支援と指導上の留意点学習場面・主な問い過程

子ども達と体操する1!享真を見てどんな場面力畑像する。・福田平治との出会いの場面なので,興味を喚起するよう

澗台の写真2DVDを視聴、して,1衷胆、を発表する。な写真を提示する。

DVD「先人の足跡・福・平1台の生涯4)概要と生きた"割弌αX羨子をつかませるため

田平1台」にDVDを視聴させる。3 読み物資米卜をもとに,平治が育y識

*読み4勿資料「福田・ワークS,」・トに自分の考えを書力暄',それをもとにグルを開くと決意した理由を話し合う。

洞台の歩んた道ープで話し合わせる(ホワイトボード)。平治は,なせ筒↓郡完を始めたのだ
ワークシハート①・子どもの頃の目の見えない老人と夕X手との出会い,祖母ろう

の荷生,左§的支援の僻且みがないことから,自分がやろ

4 平1台0)業績を整理し,恵まれなしg うと決意したことに気づ力唯'る。

・板書したキーワードを参考にして,今後,秤口を守るた

めにはどう司,Uまよいかを,国民の立場で話し合わせる

(ホワイトボード) 0

・グノいープごとに発表させる。

・礼洲Bが生きていたら,今α陽割弌をどう見ているだろう

と投げ力村,現在に残る礼炊R聨こ縁のある物を提示して

,公民の学習につなげる。

振り返り力ード

*読み物資料「若槻

礼炊RΠの副悩と秤口

,、四)願い(ニ)」

ワークシ~ート③

振り返り力ード

第
三
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ども達昊梱った人を助ける樹止事業

やポランティアの岳都けとなったこ

とを知る。

平1台は,他にどんなことをしたの

だろう

5 学習を振り返り

にき己入する。

1育む時の学習を思い起こす。

2 平1台が助けを求めたのに,なせ敬府

が断ったの力漫背司をもち,資米卜をも

とに考える。

政府は,なせ平1台を助けなかった

のだろう

, 自己i平1西を力ード

・読み物資邪卜中の,老人ホームや盲唖学校の設立,歳末,慰

安運動の実施など,平1台力垳ったところ1こ線を引力暄',

広く;」会福祉に努めたことを押さえる。

・現在に残っている建物等の写真を提示し,現代とのつな

がりを印象づける。

3 瑚守力斗勵止に力を入れるようにな

つたのはいつからか,日本a幅ネⅡ,)

枅mについて振り返り,瑚tによる

特色を大ま力号こつ力む。

・洞台の生涯を思い起こし,政府による嵩止事業力新テわれ

ていなかったことに改めて注目させる。

・年表から,醐守1才産業を発展させ,外国との関係におい

て力をつけることを優先したことに気づ力Htる。

4 平1台が生きた剛弌はどんな"割弌

か,話し合って発表する。

平1台が生きた瑚弌は,どんな瑚弌

だろう

5 学習を振り返り,自己i平1西を力ー

ドにヨ己入する。

1 枷寺の学習を振り返り,戦後,;士会

樹ⅡメDf蜂且み力鑾っていったことを

思、い起こす。

2 今の剛弌は,困った状況になったら

,瑚守からいろいろな援助を受けら

れることを知る。

3 今の瑚弌に刻する平治の気持ちを

想像することにより,公助が大きく

なって良かった点と現代の見^点を

考える。

平治カミ生きていたら,今の瑚弌を

どう思、うだろう

4 これからd幅ネ',)バランスはどう

したらよいか,平1台の生き方を思い

起こして考え,話し合う。

これからの時ft0幅;出ネ公助と

共助,自助のどオUこ力をスれるべ

きだろう

5 学習を振り返り,自己二乎価を力ード

にZ己入する。

・資邪卜中d)樹止のイメージグラフを見て,公助,共助,自

助のどれを示す力一予畑させる。

・近世までは,イι數やキリスト教ナよどの宗教による慈善活

動力井臥ⅡV)中心で,本オ各的に公白垪幾関力斗餅止亊業{こ取り

ネ且んだのは戦後であることに気づ力唯'る。

・「00な瑚勺というように大まかなH割弌のイメージを

ワークシートに書カポ',それをもとに話し合わせる(ホ振り返り力ード

ワイトボード) 0

・現在の喬姉1度の^ができたことをつかませる。

愛晦官,県立松i工盲

学校の写真

振り返り力ード

平治と子ども達との

写真

*年表「福田平1台の

生涯と世の中動き」

ワークシート②

*日本の轡N)年表

とイメージグラフ

ワークシート③

・日本国憲法第25条を読んで,ネ士会嵩止や村会傭章を国憲淘5条条文

の責務としたことを押さえる。

*日本の喬止の年表

とイメージグラフ

人物力ード

優徳太子,ザビエ

ノレ,行基)

ワークシ・ート②

・病気になったら,年をとったら,働けなくなったら,障
がいがあったら等具体的に考えさせる。

・肯定nりな意見を出させた後,昆閥互点を邪空ナる資料を提

示し,揺さぶりを力号ナる。

・1也域の結てドうきの疎遠化共測吻王迫など,新しい鳥顎が

起こっていることに気づ力"士る。

・黒板に書いた「公助」「共助」「自助」の内,最も力を

スれるべきだと思、う所に自分の名前を書いた力ードを掲

示させる。

・グノL-ープで話し合わせ(ホワイトボード),グループご,

とに発表させる。

・ネ士会樹止やネ士会儷章について詳しく公民て学ぶことを伝

え,公民の学習につながりをもたせる。

最近の新聞記事呪

竜ぎ樹4数1勣U,財

吻王週
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5.実践の考察

2人の人物を教材化した授業を、昨年10~Ⅱ月に松江市内公立中学校の3年生(1組24人、 2組24

人)対象にそれぞれ実施した。既に6月に歴史の授業を終え、公民の学習を進めてぃる途中に実験的

に両単元を組み込んだので、本来の想定される両単元の位置づけとは異なる。

①<史資料の活用>地域に縁のある人物を取り上げた授業は、子どもたちの学習意欲を高めることに

有効だった。準備したDVDや写真や紙芝居、新聞記事にも高い関心を示した。一方、読み物資料に

ついては課題が残った。子どもにとっては、文章量(文字数)が多くて、魅力的な資料ではなかった

ということだろう。資料には写真などを添付し、子どもの興味を引きっける工夫もしたが、提示方法

(映像化等)や事実確認、話し合い場面での活用の工夫が不十分だったと考える。

②<対象の複線化>若槻の授業では、

「国民」 満州事変から満州国成立へと拡大路線をー^

^■ 「政府(県や市)」
たどった当時の世の中の事情を、不拡大

路線の「礼次郎」と拡大路線支持の「国

民」の視点で考察させた。福田の授業で

は、当時の世の中の状況を、福祉に積極
な分なりの肝史的門景

、、、ーーーー
理解

社会の仕組.フ/
'、』.ー'

的な「平治」と福祉に消極的な「政府」馳史劇
染

の態度の違いから考察させた。公民的分

＼_ 野の学習に入って久しく、既習の歴史事

象の記憶が薄れていたため、特に通史に

位置づけた若槻の授業では難しい面も
図1 学習対象の複線化と理解の過程

あったが、多くの子どもは異なる立場や

主張のそれぞれの時代背景や仕組みを自分なりに理解することができた。教師が「背景は~です。」「当

時の世の中は~でした。」と、説明するやりかただと、子どもは「そうなのか」と認識はする。しかし、

それは表面的な知識でしかないだろう。自分で考えて解釈しながら辿り着いた時代背景や世の中の仕

組みの理解は、子どもにとって意味あるものになる。

③<「話し合い」の活用>小集団での話し合い場面を毎時問設定し、それぞれの段階での話し合い

を深めながら、次第に話し合いのレベルを高めることをねらった。座席の近い子どもで3~4人のグ

ループを作り、社会科の学習班とした。平素の授業では一斉の形態が中心だが、子どもたちは和やか

に話し合いを進め、実践後の振り返りでは「話し合いを通して自分の考えを広げたり深めたりできた」

の項目について、 2つの実践とも約80%の子どもが「できた」と答え、「できなかった」と答えた子ど

もは若干名だった。ワークシートやホワイトボードの記述、振り返り力ードの感想からも話し合いが

考えを広げたり深めたりするのに有効だと実感した。話し合いが成立するための基盤は、社会科の

授業だけでなく、学校全体の教育活動に位置づけて取り組むことにより高い効果が期待できる。その

上で社会科の授業で配慮すべき点を挙げると次の3点だろう。

第1は、話し合いのテーマ設定である。若槻の単元は、本来は終戦の学習終了後に設定し戦後の学

習につなげるという位置づけであるが、今回は既に子どもは戦後の学習を終えていたので、「今後、ど
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うすれば戦争に向かわずにすむか」というテーマ

にした。しかし、子どもは、「平和に暮らす」「話

し合いで解決する」「核兵器をなくす」など、大切

ではあるが切実感のない観念的で抽象的な意見に

終始しがちだった。自分のこととして考えさせる

には、もっと考えやすい当時の時代的状況に即し

たテーマ設定をする必要があった。

第2は、意見の可視化の手立てである。子ども

たちが、頭の中で考えた見えないものを、見える

ようにするという表現の工夫が必要である。また、

話し合いでは、まず自分の意見を持つことが重要

であり、それをもとに友達の意見とすり合わせを

していく。それらの手立てとして右のようなワー

クシートやホワイトボード、名前力ードを活用し

た。ホワイトボードは他の人に考えを「見せる」

ために有効ではあるが、全員の意見を書くことで

満足し議論が深まらないグループもあり課題が

残った。

第3は、小集団の作り方である。座席の近い子

ども同士のグループだったことで、少数意見が生

かされない場面があった。福田の授業の第3時で、

「自助に力を入れるべき」と答えた子どもが一人

いたのだが、班ごとの発表の場では消えてしまっ

たのだ。同じような考えの子どもでグループを作

ることも考えるべきだった。その上で意見を戦わ

せると、少数意見が生かされ議論も深まるだろう。

一人の場合は教員が一緒に考えるのもーつの方法

である。
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、札夜風町倉庭ι血厳1如)阜色考貞て卑とうーウレン阜ン身謁捻

,0封6でL女.

ロンドン嵩草軍傭倉急で(19き0卑) C玉コ
0篇●侭'輩低1 ●樹●を.イ",乳、,ゞ,西の10北甜Lて."案捻7 ■憲曇

6分ば^の型剛含.惚容●早血を卿挿し、昆の臭血を^す●ために.●も六^
二とだと醒じて叡0.心●直点6是●^壷壱輩し.屑と卑しτこめ会趣主とめたい
と,徹力是匙くしている.

分の生●と●倭毛^此して、尋み皐〒、という豊晶を裁め.今日食でこの倉●に●A,で
、た功で畠る.

、し.自脅゛力を尽くすことによって.貞とか褒と宝0封コくなら捻.点"命生●と名昼
町ごと竜献.有とも 4、'

0個*の捌合゛6.●1各で交"L、竿胃畠訊赴餌印L寛こ●

に曽して艮鼻して餌サ、文旬を倉い保素倉*寿軍Φ撃Aが
痛,赴般・・・

"に膚0.τ^^武^,て捻,二七^、是う゛加村^事雌

讐女仁局鼻し禽際健、卸貿序で子ど、企もにした誕
U

卸主この曽外皿へ"0て県,て亀女φです凱鳥●■の
●、闇念、六^Cι、で.淘脚闇二゛倖6て超,

气も、"即卓、島のA雌無゛に^陽劫
,捻.言0全,倉わ皐全帆と=之^'.モ熱捻
ガ声主'剃気、高●丑にや0て、^^食,.真
露に皐0,,1●雁事に之ら血昂゛こ之捻血^'門

農 煮φ阜餐金(墨食●)で(,9■2卑)

て"わ伽助^の兜釦含、
血^、暫雁^疉侮撫L、

み鵬門薫仰亀^飢比大^^ろ^曇骨
tが、亡っ)卓★能をひくと袈=孝熱叔.軍倉^糞,るど二

か武0て春倖化,五

て

11

0と0 珊小ら敏(倹)捻.札侮が

6.授業後に残ったもの

近現代のイメージについて「重要な一重要でな

い」の4件法で尋ねたところ、歴史学習終了後(6

月)と授業後(U月)で大きな変化があった。近

現代を「(どちらかと言えば)重要でない」と答え

た子どもが大きく減り(13人から 2 人)、 43人

四5%)が「(どちらかと言えば)重要」と答えた。

田',Z 才和
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それぞれ、わずか3時間の授業ではあったが、多くの子どもに「近現代の歴史は重要なんだ」という

意識が強まったことは、今回の教材開発の成果のーつと言えよう。
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自分にとって平和が当たり前なのですが,若槻礼次郎さんの時代には,平和は本当に尊いものだったのだろ

うと思、います。大戦を終え,平和が訪れた今だからこそ若槻さんの意思を心にとめ,核や紛争と言った社会的

問題に取り組んでいくべきだと思いました。戦争,震災などで人々の心が不安定になっていた時代に,リーダ

ーとして国を支えた若槻さんの話を聞いて,今の時代不況の不安にある国民には若槻さんのようなりーダーが

必、要ではないかと思、いました。

tき 1、fて.

t 田平抽の生き方からについて毒叉よう」

3年q)組()委^(

自己評価学看の計剛月凹
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IWキ1 索黄

tTき

「できた」「少*自
しできた」 1できな角、つた」
など自分の気持ちに会う言業
で魯いてく恕さい.

11

価降の慨の争慶いをn分な
中に興喋を袴つ 0に理解tるこ
こと鄭できた.とがで告た.

471

イr、1゛

自助,共助,公助はすべて大切だけど,日本は介護が受けられない人がまだまだたくさんいるので,共助は

もっと力を入れていかないといけないかなと思いました。僕は,福田平治の生き方や名前を全く知らなかった

けど,学習をしていってだんだん福田平治のことがよくわかってきました。福祉活動には,昔は力を入れてい

ないことを知りとてもびっくりしました。3時問という短い時問だったけど,学んだことをこれからの学習に

生かしたいです。
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図3 学習の振り返り力ード(左:若槻、右:福田)と単元終了後の感想

図3はこの単元で使用した振り返り力ードである。この力ードの単元終了後の感想を文で分け、 K

J法的手法を用いて分析してみたところ、2つの授業の共通点と相違点力斗孚かび上がった。授業を行っ

たクラスが異なるので単純な比較はできないが、傾向としてとらえることはできるだろう。

共通しているのは、どちらの授業も「授業が楽しかった」「3時間という短い時間でたくさんのこと

が学べた」など、授業を楽しみ授業を通して得るものがあったという感想が多く、取り上げた人物に

対して好意的な感想が多かったことである。若槻礼次郎や福田平治という平素の授業では学ぶ予定に

ない「知らなかった」人物を、学習を進めるにつれて、「初めて知った」「知って良かった」「すごい人

だ」と、学ぶ価値のある人物としてとらえていった。しかも、人物のことだけでなく当時の時代の理

解を深めることもできた。より学習を深めるためには人物に共感するだけでなく批判的に理解するこ
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とも大切であるが、 3時間の授業では難しい。郷土の人物でもあるので、本研究では共感的に理解す

ることを大事にした。

一方、相違点は、福田の授業感想では時代背景や福祉に対する自分なりの意見の記述が多く、自己

の将来の生き方に踏み込んだ子どももいた。それに対して、若槻の授業感想、は人物の評価や感想に関

わるものが多く、時代背景の考察や自分の意見を記述した子どもは少なかった。若槻の授業はこれま

で述べてきたように、実際の授業は通史で扱えなかったことや、話し合いのテーマ設定に問題があっ

たこともその一因と考えることができるだろう。また、政治と福祉と活躍した世界の違いもあるだろ

うが、人物がどのくらい子どもにとって「身近」だったか、ということに因るのではないかと考える。

Ⅲ「身近」とは何か

地域に縁のある人物を取り上げた理由は、まずもって、子どもが人物を身近に感じることで学習意

欲の向上が期待できるからである。若槻礼次郎は松江出身であるが、成人してからは地域を離れ中央

政界で活躍した。郷士出身の総理大臣として、学習に臨んだ子どもたちは名前を知っている程度の存

在だった。一方、福田平治は鳥取出身だが、松江に移住し松江で福祉事業を行った。子どもたちは名

前も知らない存在だった。

この二人のうち、どちらが子どもにとって「身近」だったのだろうか。第1時では子どもはそれぞ

れの人物に同じように興味をもち、気持ちの上で近づくことができたと考えてよいだろう。それは二

人が地域に縁があるからなのは確かだ。しかし、第2時から第3時に進むにっれ、子どもたちと礼次

郎との距離は徐々に籬れていき、子どもたちと平治との距離は徐々に近づいたようだった。それは、

平治の生涯が子どもの生活実態に結びついていたからではないだろうか。子どもは福祉にっいて学び

ボランティア活動も行っている。家族が福祉制度を利用している子どももいるだろう。平治が生きた

足跡として残る建物(愛隣館)を今の時代に見ることもできる。

人物が地域に縁があることは、時間を超えて同じ空間に生活していたことから親しみを生じさせる。

だが、社会科の授業で教材として活用するには、それだけでは「身近」とは言えない。教材を本当に

身近に感じるのは、子どもの経験や生活との関わりがあり、自分のこととして共感的にとらえること

が可能な場合である。

福田の場合は、準備した資料から、人生のテーマともいえる福祉への関わりを少年期の原体験(目

の見えない老人との出会い)として読み取ることができる。また、信心篤しヰ且母が慈善活動を行って

いた影響や、松江水害で被災した浮浪孤児たちの状況に心痛め、救済を考えるなど、子どもたちが共

感・追体験しやすい具体的状況を示す資料が残されている。

若槻の場合には、提示した資料からは、目覚ましい努力による立身出世の姿は見えても、穏健外交

や平和的な政治的志向の原点ともなる礼次郎の心的状況は見えて来ない。国民の生活を犠牲にした軍

拡によって「骸骨が大砲を引っ張っても仕方がない」状況を避けたいという、礼次郎の信念を具体的

に理解し共感・追体験することが課題となるが、そのための学習課題の設定や資料の準備が困難で

あった。このことが、若槻の学習で授業後の感想が人物に関わる道徳的な評価が多く、時代背景の考

察や自分の意見を記述した子どもが少ない理由であろう。
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Ⅳ授業の改善方略

福田平治の授業については、中学3年生という発達段

歴史の学習 公民の学習階にも合致し、概ねこのままで良いと考える。単元の位置

づけも、図4のように歴史学習の最後に設定すれば、福祉
.

という視点で既習の歴史学習を振り返り学び直すととも .
慢

福田平抽の
、古代に、公民の学習につなぐのに有効であることが明らかに 単'

t"＼
なった。歴史学習と公民学習が分籬している印象をもつ

公民に0なぐ

子どもが多いが、本来はそうではない。福田平治の授業は
.

その意味でも意義があるだろう。この授業を行う際に最 .

,電

も注意しなければならないのは、道徳の授業にならない 福祉の祖点古代

ようにすることである。私財を投げ打って人々の幸せの

図4 福田の単元の位置づけために尽力した人物であるため、道徳的にも尊敬に値す

る。しかし、それだけに終始しては社会科とはならない。

歴史の学習 公民の学習
当時の社会の仕組みをしっかり押さえた上で、福田の行

重υ^ン

為の社会的意味を考えさせることが重要である。

次に若槻礼次郎の授業だが、当時の社会状況がつかみや
.

世

蒼楓礼女郊古代
の単元

すいように通史の中で扱うことが重要だろう。その場合、
轍稜学切に0なぐ

図5の第1パターンのように、終戦の学習の後に単元を 近代の学び直L

0
設定し、近代を振り返るとともに戦後学習につなげその 0

0
0

先の公民の学習にも関連づけることも可能である。これ 占代

曹,JE,」ン
敬侵聿音につなぐ

までの歴史学習では、戦前と戦後で流れが途絶えてしま
奥^

^事窒卦^

砦の思い
うような感じがあった。そこで、終戦の学習後に若槻の学 .

.

'耳,量
習を通して近代を学び直し、戦後学習につなげるのは意 古代

味がある。しかし、話し合うテーマを子どもがもっと考え

やすいように設定する必要がある。例えば、「若槻礼次郎 図5 若槻の単元の位置づけ

のしたことは無駄だったのだろうか」と社会的意味を問

い、「無駄だった」「無駄ではなかった」のどちらかを選択させて議論させるとよい。その際に、子ど

もたちの名前力ードを黒板に掲示させて可視化すれば、クラス全体で問題を共有し議論を深めること

ができる。さらに議論する中で、自然に戦争や平和についての考えることにもなるだろう。

図5の第2パターンは、単元の位置づけと組み方を大幅に変えた例である。満州事変勃発の学習の

際に、若槻という人物と出会わせ、その思いを考えさせる。そして「十五年戦争」終戦の学習時に、

戦中戦後の若槻の考えや行動を知らせて、戦後の民主主義や平和主義の学習につなげるという案であ

る。敗戦の焼け跡から民主主義国家として生まれ変わり急速に復興が進んだ日本であるが、それは平

和を希求し様々な努力をした人たちの存在があったからできたことだろう。その原点の一人として若

槻の生き方を取り上げる方法もあると考える。
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V おわりに

本研究の目的は、地域に縁のある人物を教材化して近現代の歴史学習に取り入れることにより、子

どもの学習意欲を高めるとともに、歴史的背景や社会の仕組みを考察し合う授業の教材を開発するこ

とにあった。まず、地域の人物を取り上げ学習対象とすることで、興味・関心が薄れがちな近現代史

学習が、子どもたちにとってより身近なものとして、学習意欲を高めることができた。自分たちから

「遠い存在」として意識していた近現代の歴史が、自分たちの地域でも、自分たちの関わりのある身

近な人々を巻き込みながら動いていたことを実感することで、生き生きとした学習対象となりえたの

である。本多公栄が40年余前に『ほくらの太平洋戦争』で、子どもたちの父母や祖父母の戦争体験を

聞き取り調査から掘り起こし、被害体験のみならず加害体験まで探究することで太平洋戦争の本質に

迫る実践を公表したが5)、近現代史学習においては、歴史をいかに「身近」に自己の関わりでとらえ

させるかが鍵となることを、改めて認識させられた。

さらに、 2つの授業実践の比較から「身近」の条件を再考し、人物が地域出身であるということよ

りも、人物の「生き方」が子どもの生活課題や経験と関わりがあること、共感・追体験する具体的な

自己決定場面に出会わせることで、より学習意欲を高めることが明らかになった。

今後の課題として、若槻の教材開発を、図5第1パターンと第2パターンに即して再構築していき

たい
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